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交通バリアフリー事業は、ホームドアの設置要望など新たな課題があり、事業内容について検討が必要である。福祉のま
ちづくり推進事業(施設整備助成)については、区のホームページや区報、チラシなどでＰＲしていく。バリアフリーマップにつ
いては、内容の充実に努めていく。

"交通バリアフリー事業は、鉄道事業者に対し、区内の駅に点状ブロック等の施設整備をし
た場合に、経費の一部を助成するものであり、事業者と協力しながらバリアフリー化を進め
ている。
福祉のまちづくり推進事業は、施設を整備する個人・中小企業者・非営利法人等に経費の
一部を助成するものである。
  バリアフリーマップは、平成22年度に作成し、平成23年4月から墨田区公式ホームページ
にアップしている。公共施設のほか民間の店舗等も掲載している。" H30 2,651

安全で快適に移動できる空間を確保するため、引き続き、交通施設や公共的性格を有する建築物の整備をする者に対し
経費の一部を助成する制度は存続させ、整備を図っていく。

４　今後の施策の運営方針

【今後の具体的な方針】

施策の戦略的方向性

(１)　優先的に資源投入を図る。

(２)　現状維持とする。

(３)　現状維持だが、より効率的な運営を図る。

(４)　資源投入の縮小を図る。

評価結果

３ 施策の評価及び判断理由

【上記の判断理由】

○

H29

H28

総事業費推移（千円）

2,148

2,147

目標

実績

２ 目標と現状(実績)についての分析及び総事業費推移

指標の推移・施策の課題や問題点について記述

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標

実績

10290m 13080m

道路バリアフリー整備延長

地域で快適に暮らせる「すみだ」をつくるⅡ

基準年(H28)

施策 222 安全で快適な暮らしを支える、便利な交通環境を形成する

施策の目標
　鉄道立体化による踏切事故防止や渋滞解消、また、道路のバリアフリー化等に
より、誰もが安全・安心で快適に暮らせる交通環境が整備されています。

１ 基本計画における成果指標の状況

14630m

基本目標

政策 220 区民が安全・快適・便利に暮らし、人々の交流が生まれ、移動しやすいまちをつくる

R2 R3 R4 R5 R6 R7H30 R1H29

指　標　名

評価

Ｂ

指　標　名

基準年(H28) H29 H30 R1

理由

区内駅ホームの点状ブロックについては、２９年度の整備をもってすべての区内駅に設置が完了した。

「区内の交通環境に満足している」区民の割合



年度目標値

年度実績値

1 2,651 984
現状維持

平成３０年度

3

2

4

５　この施策に係る事務事業（重要度・貢献度順）                     

直近の評価内容

評価結果

3,635
2

歳　出
決算額
（千円）

事務事業名番号
人コスト
（千円）

歳　出
総　額

（千円）
施策への関連性

12

11

10

9

8

6

5

7

福祉のまちづくり推進事業費
整備基準に従って建築物を整備すること
により、障害者や高齢者を含むすべての
区民が、公共的性格を持つ建築物を安全
かつ快適に利用することができる。

評価対象年度

目的に対する指標

1










